
・表の①②…は学年を表しています。 

・予定ですので、やむを得ず追加、中止、変更となる場合がありますことをご了承くださ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の予定 
１ 月 代表委員会       健康生活週間 

２ 火 学力経年調査③～⑥ 

３ 水 学力経年調査③～⑥ 委員会  Ｂ校時 

４ 木 児童集会 学力経年調査予備日 

５ 金 校外学習①②（キッズプラザ） 

６ 土 休業日 

７ 日  

８ 月 高倉幼稚園との交流会⑥ 

９ 火 出前授業⑥ 

10 水 地区集会           Ｂ校時 

11 木 人権集会 

12 金 校外学習ピース大阪⑥ 

13 土 休業日 

14 日 もちつき大会 

15 月 

 

茶道体験⑥ 

16 火 個人懇談 

17 水 個人懇談           Ｂ校時 

18 木 読み聞かせ① 個人懇談 

19 金 個人懇談 

20 土 休業日 

21 日  

22 月 代表委員会 

23 火 終業式 給食最終日 

24 水 

 

冬季休業開始 

25 木 冬季休業 

26 金 学校休業 

27 土 休業日 

28 日  

29 月 学校休業 

30 火 学校休業 

31 水 学校休業 

１月の予定 
1 木 元日 

2 金  

3 土 休業日 

4 日  

5 月 学校休業 

6 火 学校休業 

7 水 冬季休業 

8 木 冬季休業 

9 金 
始業式 発育測定⑤⑥ 給食開始 

4 時間授業①～④ 5 時間授業⑤⑥委員会 

10 土 休業日 

11 日  

12 月 

 

休日 

13 火 発育測定③④ かけ足タイム ～16日 

14 水 発育測定①②        Ｂ校時 

15 木 読み聞かせ② 避難訓練（地震・津波） 

16 金 たてわり活動 

17 土 休業日 

18 日  

19 月 中学部活体験⑥  給食週間 ～23日 

20 火 たてわり活動 

21 水 

 

内代まつり         Ｂ校時 

22 木 新１年保護者説明会 

23 金 校外学習⑤ 

24 土 休業日 

25 日  

26 月 代表委員会  健康生活週間 ～30日 

27 火  

28 水 内代まつり予備日 クラブ  Ｂ校時 

29 木  

30 金 卒業遠足⑥ 

31 土 休業日 フラッグフットボール交流大会 

けやき

大阪市立内代小学校  学校だより 

 

令和７年１１月２８日 

１２月号 

－ 自ら学び、心豊かな、たくましい子どもを育成する － 

一年のふりかえり 

早いもので、今年も残すところあとわずかとなりました。この一年を振り返ると、子どもたちの様々な成長の場面が思い出されま

す。 

まず、一つ学年が上がり、期待に胸を膨らませて迎えた４月。一人ひとりが新たな決意を持ってスタートを切りました。あれか

ら８か月が経ち、今、子どもたちの目覚ましい成長を日々感じています。先日行われた作品展もその一つで、作品の鑑賞を通し

て、保護者の皆様にも、子どもたち一人ひとりの成長ぶりを感じていただく機会が持てたと考えております。つきましては、子ども

たちの創作意欲がますます高まるよう、ご感想等寄せていただきたくお願いいたします。  

実は、子どもたちは保護者の皆様より一足早く、互いの作品を鑑賞する活動を行っています。鑑賞活動は、数値化できない

「非認知能力」に大きく関わる大切な活動の一つです。特に、対話を取り入れた鑑賞（対話型鑑賞）が良いとされています。 

非認知能力とは、「やる気」「協調性」「根気」など、数値では測れない内面的な資質 

を指します。AI時代を生き抜くために必要な力として、近年注目されています。対話型 

鑑賞には様々な効果があると言われていますが、中でも、自分の感じたことを言葉にし、 

他者の考えを聞くという「コミュニケーション活動」が大きく影響します。ご家庭でも作品 

展を話題にお話しいただき、子どもたちの創作意欲をさらに刺激していただけたら幸い 

です。 

非認知能力は、単なる「やる気」や「協調性」といった個人的な資質にとどまらず、子どもたちが将来直面するであろう社会

で、たくましく生き抜くための土台となる力です。AI 技術の進化により、多くの定型的な作業が自動化されていく未来において、

人間ならではの「創造性」「批判的思考力」、そして「他者と深く共感し協力する力」といった能力は、ますます価値を持つように

なります。これらもまた、広い意味での非認知能力に含まれます。 

ご家庭での対話を通じた鑑賞活動は、まさにこのような未来に必要な力を育む絶好の機会となります。「この絵のどこが好 

き？」「どうしてここにこの色を使ったと思う？」といった、答えが一つではない開かれた問いかけは、子どもたちに自分の感じ 

たことを言語化させ、他者の視点を想像するきっかけを与えます。これにより、自分の考えを整理し、 

相手に伝えるというコミュニケーション能力と、物事を深く考える思考力が同時に養われます。 

作品展での経験を、ご家庭での温かい対話につなげていただくことが、子どもたちの豊かな心の 

成長と、未来を生き抜く確かな力を育むことにつながります。引き続き、本校の教育活動へのご理解 

とご協力を賜りますよう、心よりお願い申しあげます 

校長 原田 哲次 

対話型鑑賞で育む７つの力 

①観察力 

②推論する力 

③他者を受容して理解する力 

④再考する力 

⑤表現力 

⑥自ら学ぶ力 

⑦コミュニケーション能力 



 

 


